様式第１号

とちぎマイスター認定推薦書

令和　　年　　月　　日
栃木県知事　様

推薦者
市町・企業等名称
代表者氏名
住　所


下記の者は、とちぎマイスターとして相応しいと認められるので、とちぎマイスター制度実施要領第４条の規定により推薦します。


被推薦者
	職　種　名
	氏　　　　　名

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	※詳細は別紙のとおり






	別紙

	職 種 名
	
	写真貼付
３㎝×４㎝

	ふりがな
氏　　名
	

	

	生年月日
	昭和・平成　　　年　　月　　　日生（　　歳）
	

	現 住 所
	〒

	

	
	
	令和　　年　　月撮影

	勤務先又は元勤務先
	企業等名称
	

	
	所　在　地
	〒

（ＴＥＬ）

	
	業 務 内 容
	

	
	所属･役職名
（現在又は退職時）
	



	
１　職歴（認定を希望する職種についての経歴を記入して下さい。）

	勤　務　先　名
	従 事 業 務・作 業 内 容
	従　　事　　期　　間

	
	
	昭和・平成・令和　　　昭和・平成・令和
年 　月　 ～　　　　年　 月

	
	
	昭和・平成・令和　　　昭和・平成・令和
年 　月　 ～　　　　年　 月

	
	
	昭和・平成・令和　　　昭和・平成・令和
年 　月　 ～　　　　年　 月

	
	
	昭和・平成・令和　　　昭和・平成・令和
年 　月　 ～　　　　年　 月

	計
	
	通算　　　年　　　月



	

２　資格等（技能に関するもの）

	
	名　　称
	実施主体
	取得年

	技能検定
	職種名　　　　　　　　　　　　　（　　　級）
作業名　　
	
	昭和・平成・令和
年

	
	職種名　　　　　　　　　　　　　（　　　級）
作業名　　
	
	昭和・平成・令和
　　　　　　　年

	
	職種名　　　　　　　　　　　　　（　　　級）
作業名　　
	
	昭和・平成・令和
　　　　　　　年

	その他資格
	
	
	昭和・平成・令和
　　　　　　　年

	
	
	
	昭和・平成・令和
　　　　　　　年



	

３　表彰歴・競技大会入賞歴等

	表彰の名称
	実施主体
	受賞年度

	
	
	昭和・平成・令和
　　年度

	競技大会等の名称
	実施主体
	実施年度
	成　　績

	
	
	昭和・平成・令和
　　　　　年度
	



	

４　技能の優秀性（技能が特に優れている点について、その内容・実績等を具体的に記入してください。）

	


※優れた技能等を証明できる資料、写真等を添付してください。
	

５　技能に関する指導・人材育成の経験

	技術・技能指導経験、後継者等人材育成経験
	指導・育成期間

	
	昭和・平成・令和　　　　　昭和・平成・令和
　　年 　　月　　～　　　　年　　 月

	
	昭和・平成・令和　　　　　昭和・平成・令和
　　年 　　月　　～　　　　年　　 月

	
	昭和・平成・令和　　　　　昭和・平成・令和
　　年 　　月　　～　　　　年　　 月

	
	昭和・平成・令和　　　　　昭和・平成・令和
　　年 　　月　　～　　　　年　　 月



	

６　とちぎマイスターとしての活動可能な範囲を、記載要領に従い記入してください。

	活動内容
	活動可能な範囲

	企業が必要とする技能等の習得・向上
	

	職業訓練施設等での技能の維持・継承
	

	イベントや講演会での技能尊重気運醸成
	

	小中学校でのものづくり体験活動
	

	その他ものづくりに関する活動
	



	

７　とちぎマイスターとして認定を受けた場合、その取組内容、抱負等を記入してください。
（保有技能に関する自己ＰＲでも結構です。）

	



推薦書記載要領

１　職種名は、認定を希望する職種を記入してください。

２　職歴は、認定を希望する職種に係る職歴のみを記入してください。

３　資格等は、技能検定（特級・１級・単一等級）のほか、職種に関わる技能に関してお持ちの資格を全て記入してください。

４　表彰・競技大会等は、全国及び県レベルでの表彰を受賞したものや全国及び県レベルの競技大会において、入賞したものを記入してください。
　（表彰の例：卓越した技能者の大臣・知事表彰）
　（競技大会等の例：技能グランプリなどの全国大会等）

５　技能の優秀性は、認定を希望する職種について、認定申請書の技能が特に優秀であることがわかる内容や実績を具体的に記入してください。（写真等の資料を添付してください。）
【注意点】
・被推薦者の従事する職種、技能の水準、範囲、特徴又は他の技能者との比較等の観点から、特に優れた技能を有するものであることが判定できるよう、特に技能の質的な面を中心に具体的に記入してください。
・記述に当たっては、客観性（単に「非常に優れている」ではなく、どのように優れているのか数値で表す等）、明確性（実績における本人の技能の関わりの明示等）に心がけてください。

６　指導・育成の経験は、技能に関して指導経験または人材育成の経験がある場合に、その内容及び指導・育成した期間を記入してください。

７　活動可能な範囲は、活動内容についての依頼があれば、「常時活動が可能」、「従事業務の関係で時間等の都合がつけば可能」、「年２～３回程度であれば可能」等と記入してください。

８　とちぎマイスターとして認定を受けた場合の取組内容、抱負等は、技能継承や人材育成について、対象者や取組内容等も含めた抱負等を記入してください。既に実践されている取組を今後も継続される場合は、具体的な取組内容も含め記入してください。

９　各項目の記入欄が不足する場合は、任意の用紙に記入し、併せてご提出ください。

10　募集要領３※のとおり、とちぎマイスターに認定された場合は、プロフィールや指導内容等を県ホームページやパンフレット等に掲載して紹介いたしますので、予め御了承ください。






	【推薦書の提出及び問合わせ先】
栃木県産業労働観光部労働政策課
産業人材育成担当
〒320-8501栃木県宇都宮市塙田１-１-20
TEL:028-623-3234
FAX:028-623-3225




